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一細胞内共存
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　ラ ッ ト延髄孤束核に おいて 、 ア ドレ ナ リン

作動性ニ ュ
ーロ ン および サブ スタン ス P （SP）

含有軸索問の シナプ ス相関を、ア ドレナ リン

合成酵素で あ るPhenylethanolamine　N−methy

ltransferase（PNMT）およびSPに 対す る抗体を

用いた免疫電子顕微鏡 ミラー法にて検討 した。

PN町 陽性細胞 の うち最後野レベ ル の 孤束核背

外側領域 に 局在す るも の は、小型 二 rz　・一ロ ン

で しか も こ こ に密な細胞集団を形成す る 。

一

方、同領域は頸動脈小体由来の 圧 ・化学受容

器求心線維を初め とす る
一

次求心性線維が密

に終止 し 、 更に SPはその 有力な伝達物質で あ

ると考 えられ て い る 。 そ こ で 我々は同領域に

おい て PNMT陽性小型 ニ ュ ーロ ンが
一

次求心性

線維の形態的特徴 を有す るSP陽性軸索 よ りシ

ナ プス入力を受けて いるか ど うか 凝検討 し、

そ の 存在 を確認 した 。 即ち、小型 シナプ ス小

胞を密に含んだSP陽性大型軸索ブ トン は、　 PN

MTwe性小型ニ ュ
ーロ ンの 細胞体 、 樹状突起に

シ ナプ ス緒合して い た 。 以上の 結 果は、ア ド

レナ リン作動性ニ ュ
ーロ ンが 、 直接シ ナ プス

を介 して SP の 作用を 受け て い る こ とを示 唆し

て いる 。 今回はその 想定 され る神経回路の意

義に つ い て考察 し距 い 。

　摂食機能 に深 く関わ りをも つ ラ ッ ト橋 の 背

側脚傍核に はCCK 陽性細胞や CGRP 陽性

細胞が豊富 に存在 し、こ れらの 細胞は共に満

腹中枢で あ る視床下部腹内側核 へ 投射 して い

る 。

一方 、 CCK と CGRP は脳 室内に 投与

す ると共に 食欲抑制作用 を示すこ とが知 られ

て いる 。 この様な 事実よ り背側脚傍核の CC

K と CGRP 陽性細胞に は類似性が あ り、両

者の 同
一
細胞内共存の可能性が強 く示唆され

る。そ こ で 今回我々は光学顕微鏡 を用 いた鏡

面法に よ りその 共存に つ い て検討 した。

実験方法 ：80−150gの ラ ッ トを コ ル ヒチ ン処理

後、潅流固定 し、ビ ブラ トーム に よる連続切

片 を作製 した 。 CCK と CGRP に 対する抗

体を用い て 切片 を
一
枚お きに PAP 法に よ り

免疫染色 した 。 隣接する切片の 稲対する面を

観察 し、両者に 陽性を示す同一の 細胞を探 し

た。

結果 ・考察 ：我々は今回の実験で 、光学顕微

鏡鏡面法 を用い て 、背側脚傍核の
一

部の 細胞

で CCK と CGRP が共存す る こ とを明 らか

に した。両者の 共存す る細胞体は小型で 正円

形の もの が多か っ た。これ らの 細胞が視床 下

部腹内側核へ の 投射に 関与す るも の で あ る か

ど うか今後さ らに検討 を要 す る 。
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